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平成２９年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【１ 結果の概要 】 学校政策課

◆ 調査の目的

（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状
況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

（２）学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
（３）上記の取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

◆ 調査の概要

１ 調査実施日 平成２９年４月１８日（火）
２ 対 象 学 年 小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年

中学校第３学年、中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年
３ 調 査 対 象 小学校：２３５校（市町村立小学校２３４校、特別支援学校小学部１校）

中学校：１３３校（市町村立中学校１２６校、県立学校３校、
特別支援学校中学部４校）

※ 国立・私立学校も参加しているが、示しているのは、県内の公立小・中学校、特別支援学校の結果のみである。

◆ 宮崎県の公立小・中学校の学力調査結果の概要

１ 平均正答数

○ 小学校第６学年

教科 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 合計
年度

〔問題数〕 〔15問〕 〔9問〕 〔15問〕 〔11問〕 〔50問〕

宮 崎 11.4 4.9 11.8 4.8 32.9

Ｈ２９ 全 国 11.2 5.2 11.8 5.1 33.3

全国との差 +0.2 -0.3 0.0 -0.3 -0.4

○ 中学校第３学年

教科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 合計
年度

〔問題数〕 〔32問〕 〔9問〕 〔36問〕 〔15問〕 〔92問〕

宮 崎 24.9 6.4 23.4 7.1 61.8

Ｈ２９ 全 国 24.8 6.5 23.3 7.2 61.8

全国との差 +0.1 -0.1 +0.1 -0.1 0.0

○ Ａ問題：主として「知識」に関する問題
「身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活
において不可欠であり、常に活用できるようになっていることが望ましい知識・
技能」などを中心とした問題

○ Ｂ問題：主として「活用」に関する問題
「知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための
構想を立てて実践し、評価・改善する力」などに関わる内容を中心とした問題
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２ 平均正答率(都道府県別の平均正答率は、文部科学省が整数値で公表)

○ 小学校第６学年

合計
年度 教科 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 合計

100%換算

Ｈ２９
宮 崎 76 55 79 44 254 63.5

全 国 74.8 57.5 78.6 45.9 256.8 64.2

○ 中学校第３学年

合計
年度 教科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 合計

100%換算

Ｈ２９
宮 崎 78 71 65 47 261 65.3

全 国 77.4 72.2 64.6 48.1 262.3 65.6

◆ 宮崎県の結果の概要

本県の学力の状況を「１ 平均正答数」の表でみると、小学校は４つの教科区分（国語Ａ・
Ｂ、算数Ａ・Ｂ）区分のうち、国語Ａと算数Ａが全国平均以上であり、合計では、0.4ポイン
ト全国平均を下回っている。
中学校は、同じく４つの教科区分のうち、国語Ａと数学Ａが全国平均を上回っており、合計

は、全国平均と同じである。

※ 過年度の調査結果については、「宮崎県教育研修センター」のトップページにある、「調査・研
究」の「全国学力・学習状況調査」を参照ください。

※ 調査結果は学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面であります。
「平成２９年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」より
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平成２９年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【２ 小学校国語の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校国語Ａ（１５問） 小学校国語Ｂ（９問）

※棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率
※ 太字が宮崎県の平均正答率、（ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差

領 域 国語Ａ 国語Ｂ 問題形式 国語Ａ 国語Ｂ

話すこと 66.8(69.2) 63.4(64.9) 71.0 (71.7) 61.6 (64.6)
選択式

聞くこと －2.4 －1.5 －0.7 －3

61.8(60.6) 50.4(53.4) 83.6 (79.4) 68.4（69.2）
書くこと 短答式

＋1.2 －3 ＋4.2 －0.8

68.8(70.2) 46.4(49.2) 39.5 (41.7)
読むこと 記述式

－1.4 －2.8 －2.2

79.7(78.0)
言語事項

＋1.7

◆ 小学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

【話すこと・聞くこと】
●（Ｂ－１）折り紙のみりょくについて、スピーチメモとグループの話合いで出された意見を

基に書く問題（【書くこと】も含む）
【書くこと】
○（Ａ－２）お礼の気持ちを伝えるために、どのような内容を書いているのか、書かれている

内容の説明として適切なものを選択する問題
●（Ｂ－２）協力を依頼する文章について空欄に当てはまる内容を中学生の「アドバイス」を

基に書く問題
【読むこと】
○（Ｂ－３）登場人物の相互関係と場面に当てはまる描写を考え、空欄に当てはまる言葉とし

て適切なものを選択する問題
●（Ａ－４） グループの話合いを通して見付けた俳句の良さとして適切なものを選択する問題
●（Ｂ－３）物語を読んだあとの話合いにおける発言の意図として適切なものを選択する問題

【言語事項】
○（Ａ－１）漢字を正しく読む・書く問題

○（Ａ）（Ｂ）無解答率が全国平均より低い。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２９年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【３ 小学校算数の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校算数Ａ（１５問） 小学校算数Ｂ（１１問）

※棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率、（ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差

領 域 算数Ａ 算数Ｂ 問題形式 算数Ａ 算数Ｂ

81.3 (80.6) 49.7 (52.8) 77.6 (79.6) 50.2 (54.1)
数と計算 選択式

＋0.7 －3.1 －2.0 －3.9

66.7 (68.8) 47.3 (47.0) 79.7 (77.8) 58.9 (61.7)
量と測定 短答式

－2.1 ＋0.3 -1.9 －2.8

84.6 (81.1) 10.6 (13.2) 30.3 (31.6)
図形 記述式

＋3.5 －2.6 －1.3

79.0 (79.6) 37.8 (40.0)
数量関係

－0.6 －2.2

◆ 小学校算数の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と計算】
○（Ａ－２(3)）加法と情報の混合した整数と小数の計算（6＋0.5×2）ができる。
○（Ａ－２(4)）商を分数で表すこと（5÷9）ができる。
●（Ａ－１(2)）１より小さい小数の乗法の問題場面を理解し、数量の関係を数直線に表す。
●（Ａ－２(2)）小数と整数の加法（10.3＋4）を計算する。
●（Ｂ－１(1)）示された条件を基に、適切な式を立てる。
●（Ｂ－１(3)）問題に示された二つの数量の関係を一般化して捉え、そのきまりを記述する。
●（Ｂ－２(1)）料金の差を求めるために、示された資料の中から必要な数値を選び、その求め

方と答えを記述する。
【量と測定】
○（Ｂ－３(2)）仮の平均の考えを活用して、測定値の平均を求める。
●（Ａ－５） 高さが等しい平行四辺形と三角形について、底辺と面積の関係を理解している。
●（Ｂ－３(1)）飛び離れた数値を除いた場合の平均を求める。

【図形】
○（Ａ－６） 正五角形は、五つの合同な二等辺三角形で構成できることを理解している。

【数量関係】
●（Ａ－９(1)）資料を二次元表に分類整理できる。
●（Ｂ－４(1)）示された式の中の数が表す意味を、表と関連付けながら解釈し、記述する。
●（Ｂ－４(2)）割合を比較するという目的に適したグラフを選ぶ。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２９年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【４ 中学校国語の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校国語Ａ（３２問） 中学校国語Ｂ（９問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：生徒の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率、（ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差

領 域 国語Ａ 国語Ｂ 問題形式 国語Ａ 国語Ｂ

話すこと 73.5(75.4) 71.3(72.4） 78.0(78.5) 77.8(79.8)
・ 選択式

聞くこと －1.9 －1.1 －0.5 －2

85.3(85.7) 59.8(60.8) 77.5(75.1) 84.5(84.1)
書くこと 短答式

－0.4 －1 ＋2.4 ＋0.4

72.7(73.8) 71.7(72.1) 55.5(55.9)
読むこと 記述式

－1.1 －0.4 －0.4

78.9(77.2) 41.9(41.4)
言語事項

＋1.7 ＋0.5

◆ 中学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

【話すこと・聞くこと】
●（Ａ－７）先生から必要な情報をもらうために適した発言に直す問題
●（Ｂ－２）スピーチの内容を聞き手からの意見に基づいて直す問題（【書くこと】も含む）

【書くこと】
○（Ａ－３）それまで頑張ってきた様子が読み手により伝わるように書き直す問題
●（Ｂ－３）アンケートをとる対象と質問内容、質問についての回答を基にした内容を載せる

ことで興味をもってもらえると考えた理由を書く問題
【読むこと】
〇（Ｂ－１）地の文にある言葉を発した人物を文章の中から抜き出す問題
●（Ａ－６）「どれもこれも仁王を表しているものはなかった」の意味として適切なものを選

択する問題
【言語事項】
○（Ａ－９）文脈に即して漢字を正しく読む問題
○（Ａ－９）「徒然草」の作品の種類として適切なものを選択する問題
●（Ａ－９）適切な語句を選択する問題（急がば回れ）
●（Ａ－９）話合いの記録として適切な語句を選択する問題（再検討 保留）

○（Ａ）（Ｂ）無解答率は全問題を通じて全国平均と同じか低い。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２９年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【５ 中学校数学の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校数学Ａ（３６問） 中学校数学Ｂ（１５問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布，折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率，（ ）の中は，全国の平均正答率，下段は全国との差

領 域 数学Ａ 数学Ｂ 問題形式 数学Ａ 数学Ｂ

72.4 (70.4) 47.2 (46.3) 64.5 (66.8) 53.2 (53.8)
数と式 選択式

＋2.0 ＋0.9 －2.3 －0.6
64.5 (66.0) 45.6 (47.1) 65.2 (63.4) 65.4 (66.3)

図形 短答式
－1.5 －1.5 ＋1.8 －0.9

57.4 (57.4) 48.1 (50.8) 20.8 (21.7)
関数 記述式

±0 －2.7 －0.9
資料の 59.5 (57.6) 49.9 (49.1)
活用 ＋1.9 ＋0.8

◆ 中学校数学の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と式】
○（Ａ－１(3)）加減乗除を含む正の数と負の数の計算（10－6÷(－2)）ができる。
○（Ａ－２(4)）等式（x＋4y＝1）を目的に応じて変形することができる。
○（Ａ－３(1)）簡単な一元一次方程式（4x＝7x＋15）を解くことができる。
○（Ａ－３(2)）具体的な場面で，一元一次方程式をつくることができる。
○（Ａ－３(4)）簡単な連立二元一次方程式を解くことができる。

【図形】
○（Ａ－５(1)）空間における直線と平面の平行について理解している。
●（Ａ－４(1)）角の二等分線の作図が図形の対称性を基に行われていることを理解している。
●（Ａ－５(4)）円柱の体積を求めることができる。
●（Ａ－６(1)）錯角の意味を理解している。
●（Ｂ－４(1)）２角の大きさが等しいことを，三角形の合同を使って証明することができる。

【関数】
○（Ａ－10(3)）与えられた反比例の表において，比例定数の意味を理解している。
●（Ａ－12） 具体的な事象における２つの数量の変化や対応を，グラフから読み取ることが

できる。
●（Ｂ－３(3)）数学的な表現を事象に即して解釈し，的確に処理することができる。

【資料の活用】
○（Ａ－14(1)）範囲の意味を理解している。

※ ○は全国と比べよくできているもの，●は全国と比べ課題と考えられるもの

-６-



平成２９年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【６ 小学校の具体的な問題例 】 学校政策課

【小学校国語】

○ 目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書くことができるかどうかを問う問題
については良好な結果である。

Ａ問題 ２ 「お礼の手紙を書く」

■正答

２

２ 正答率 無答率
宮崎 80.4% 0.0%

一 全国 79.7% 0.1%
●誤答例 ３ 17.6％

松本さんが体験を通し
て感じたことや分かった
ことの具体的な内容をと
らえることができていな
い。

（平成29年度 全国学力・学習状況調査「報告書」より）

（言語活動事例集【小学校版】より）

指導に当たっては、実際に「手紙を書く」という言

語活動を行うことが大切です。

その際、上記の指導内容に加えて、手紙全体の構成

や後付けといった、手紙の基本的な形式も押さえるこ

とが求められます。

さらに他教科と連携して計画的に繰り返し指導する

ことで、実生活と結びついた「生きて働く力」となる

でしょう。

「言語活動事

例集【小学校

版】」にも活

動例がありま

すので、参考

にしてくださ

い。
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● 物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめることには課題が
ある。

Ｂ問題 ３ 三 「物語を読んで、感想を伝え合う」

① 物語のしかけに気付かせるために、全体を通して読むことを授業の中
に取り入れる。
※ 山場を意識させてから、物語の細部に入っていくなど・・・。

② 見つけた根拠に対する考え、理由を論理的に述べるように指導する。
※ 「ぼくは○○だと思います。それは教科書△ページに～～～～と
書いてあるからです。」という答えで終わらせず、～～～～と○○
の結びつきまで踏み込んで考えさせる。

③ 自分の意見をまとめる際に、「条件」を入れた文章を書く場面を設け
るとともに、さらに「添削」することで、本当に「条件」が入っている
のか確認させる。
※ 交流の時間を活用する。

④ 年に１～２回は授業の中に並行読書（必然性のある言語活動の設定）
を取り入れることで、様々な文章を読む機会を設ける。
※ 日常での辞書活用などにより、語彙力の向上を図る。

■正答例

「松ぞうじいさんの目に、なみだがきらりとひかりまし

た」というところは、人間のうちとられてしまった仲間のき

つねを思う気持ちが表れていると思うから、松ぞうじいさん

はきつねだと考えたよ。

３ 正答率 無答率
宮崎 39.2% 17.8%

三 全国 43.7% 19.4%

この問題を解くためには、

① 複数の叙述を関係付け

ながら読む

② 叙述を基に理由を明確

にして、自分の考えをま

とめる

③ 条件に沿って書く

（書いたものを添削す

る）

④ 「話合い」など、物語

以外の部分を読み、内容

を理解する

という力が必要です。

日常の授業では、

たとえば・・・
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○ 問題場面を的確に捉え、数量の関係を図や数直線などに表すことは、問題を解決する上で

大切である。

指導に当たっては、例えば、設問(2)を用いて、問題場面から数量の対応関係や大小関係

を数直線上に表したり、数直線上の基準量に当たる１に対応する数量を問題場面から確かめ

たりする活動が考えられる。

【誤答について】
位を正しくそ

ろえずに、計算
をしていると考
えられる。

【小学校算数】

● １より小さい小数をかける乗法の問題場面を理解し、数量の関係を数直線に表すことができ
るかどうかをみる問題については課題がある。

Ａ問題

Ａ１ 正答率 無答率 ●誤答例
①、②、③の順に

宮崎 62.5％ 1.3％ ・ イ、エ、ウ
(2) ・ ア、イ、ウ

全国 69.9％ 1.8％ など

■正答

① 60の場所 イ

② 0.4の場所 エ

③ □の場所 ア

【学習指導に当たって】
・ 問題場面を的確に捉え、数量の関係を図や数直線などに表すことができるようにする。

(平成29年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校算数 Ｐ27より)

● 小数と整数の加法「（小数）＋（整数）」の計算をすることができるかかどうかをみる問題に
ついては課題がある。

Ａ問題

Ａ２ 正答率 無答率 ●誤答例
・ 10.7

宮崎 74.8％ 0.3％ と解答(14.7％)
■正答 (2) ・ 50.3

14.3 全国 79.7％ 0.4％ と解答(1.8％) など

【学習指導に当たって】
・ 基礎的・基本的な計算技能の確実な定着を図るために、計算の結果の見積りや
確かめの習慣を身に付けることができるようにする。

・ 数の仕組みと計算の仕方を関連付けて理解できるようにする。

(平成29年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校算数 Ｐ33、34より)

【誤答について】
二つの数量関

係を適切に捉え、
数直線に表され
ている数量と対
応させることが
できていないと
考えられる。

○ これまでに児童が身に付けてきた計算の技能は、生活場面のみならず、より複雑な計算を

行うための基になるものであるため、確実に定着できるように指導することが大切である。

指導に当たっては、日常の事象と関連付けた場面を設定するなどして、計算の結果を見積

もること、計算の仕方を既習の内容を基に考えること、計算の結果を振り返って確かめるこ

との各活動を関連付ける場を適宜設定することが考えられる。

○ 整数と小数の混合した計算においては、計算処理だけではなく、数の仕組みを基に計算の

仕方を理解できるようにすることが大切である。

指導に当たっては、例えば、整数の計算を振り返りながら小数の計算の仕方を考えること

が大切である。整数の計算の際に計算したように、小数の計算の場合にも，一の位、1/10の

位、1/100の位と分けて同じように計算することができることを確認することが大切である。
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● 飛び離れた数値を除いた場合の平均を求める式を判断することができるかどうかをみる問題
には課題がある。

Ｂ問題

■正答
１ Ｂ３ 正答率 無答率

宮崎 61.3％ 0.9％
●誤答例 (1)
・ ４と解答 全国 67.9％ 1.1％

(17.1％)
・ ３と解答 (9.0％) ・２と解答(4.4％)

【学習指導に当たって】
・ 測定値の平均を求める式の意味を理解できるようにする。
・ 平均を求めるために，場面や状況に応じた数理的な処理ができるようにする。

(平成29年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校算数 Ｐ77～80より)

○ 測定値の平均を求める際には、形式的に計算するだけではなく、具体的な場面において、測定

値の平均を求める式の意味を理解できるようにすることが大切であり、測定値の平均を求める式と

日常生活の場面を関連付けて解釈したり、平均を求める過程をグラフなどを用いて視覚的に捉え

たりすることで、測定値の平均を求める式の意味を確認することが考えられる。

○ 平均を求める際には、場面や状況に応じて数理的な処理の仕方を吟味することが大切であ

る。設問(1)は、明らかに飛び離れていると判断できる数値が表の中にあった場合に、適切

に平均を求める方法を考える問題であり、表の中の飛び離れた数値を除いて処理することが

できるかどうかを求めている。

指導に当たっては、例えば、通学路

を歩くのにかかる時間を調べる場面で、

下のように、飛び離れた数値がある場

合にその数値を除いて平均を求め、そ

の数値を除外した理由を説明する活動

が考えられる。
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平成２９年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【７ 中学校の具体的な問題例 】 学校政策課

【中学校国語】

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む問題については良好な結果である。

Ａ問題 ９ 二 「漢字を読む」

■正答

１ かくご
２ あざ
３ た

９二 正答率 無答率
宮崎 99.1% 0.5%

１ 全国 98.7% 0.9%
宮崎 95.0% 0.4%

２ 全国 94.5% 0.8%
宮崎 95.4% 0.6%

３ 全国 94.3% 1.1%

● 事象や行為などを表す多様な語句について理解することについては課題がある。

Ａ問題 ９ 五 「語句の使い分け」
．

■正答

再検討・保留

９ 正答率 無答率
宮崎 37.0% 8.7%

五 全国 35.8% 13.1%

(平成29年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校国語より)

●誤答例

「再可決」「考案中」「可決」「否決」

言葉として知ってはいても、場面や状況

に応じて適切に使い分けることがでていな

い。

【学習指導に当たって】

漢字を読むことの指導においては、漢字一

字一字の音訓を理解し、語句として、話や文

章の中において文脈に即して意味や用法を理

解しながら読むように指導することが大切で

ある。

また、字形と音訓、意味と用法、語の成り

立ち、熟語の構成などについて必要に応じて

指導し、例えば、漢字の構成要素である「へ

ん」や「つくり」などに注目して、読みや意

味を類推することができるように指導するこ

とも大切である。

（平成２９年度 報告書より一部抜粋）

授業の中で日常的に辞

典をひくなどして、自

分が使う語句について

調べる習慣をつけるこ

とも大切です。
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● 表現の仕方についてとらえ、自分の考えを書くことには課題がある。

Ｂ問題 １ 三

１ 正答率 無答率

三
宮崎 41.9% 11.5%
全国 41.4% 14.3%

■ 正答例

【心に残った一文】
興奮のあまり黒い目が濡れたように光って怖いくらいだった。

【感想】
七葉が自分の思いつきに興奮して目を輝かせている様子を表していて、七葉がお皿を水に

濡らすことに夢中になっている姿が想像できます。

① 比喩や反復などの表現技法について学習した後に、教科書などの具
体的な文章から表現技法が使われているものを探すなど、学んだ知識
と実際の文章とを結びつける活動を取り入れる。

② 自分の意見をまとめる際に、「条件」を入れた文章を書く場面を設
けるとともに、さらに「添削」することで、本当に「条件」が入って
いるのか確認させる。
※ 相互評価とともに、教師の添削も行うことで、生徒に評価の視
点をもたせる。

③ 多様な言語活動を設定し、自分の考えや思いを表現したり、そのこ
とを交流し合う機会をもたせる。

この問題を解くためには、

① 文章中のどの表現が

「比喩」であるかを理解す

る

② 選んだ文について「誰

の」「どのような様子」と

いう条件に沿って、書くこ

とができる

③ 選んだ文について自分

の考えをもつ

という力が必要です。

日常の授業では、

たとえば・・・
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【誤答への対応】
オと解答した

生徒の中には、
四角形AOBPの対
角線とその交点
に着目はしてい
るものの、健太
さんの作図の方
法によってでき
る点や線分の特
徴を基に四角形
AOBPの対称性を
捉えることがで
きなかった生徒
もいます。

【誤答への対応②】学習時（第１学年）から１年が経過しています。

【中学校数学】

● 作図方法と図形の対称性との関連を理解しているかどうかをみる問題には課題がある。

Ａ問題 ４ ■正答

４ 正答率 無答率

宮崎 62.6％ 0.6％
(2)

全国 67.4％ 1.0％

● 誤答例
・ イ と解答（ 4.5％）
・ ウ と解答（ 7.7％）
・ エ と解答（ 8.8％）
・ オ と解答（10.1％）

【学習指導に当たって】
見通しをもって作図したり、作図の

方法を見直したりすることができるよ
うにする。

基本的な作図において、見通しをもって作
図したり、作図の方法を見直したりすること
ができるようにするために、基本的な作図の
基となっている図形の対称性を捉える場面を
設定することが考えられる。

設問(1)を使って授業を行う際には、作図の方法に基づいて角の二等分線を作図した後、作図
の方法を振り返る場面を設定することが考えられる。例えば、健太さんの作図の方法では、直線
ＯＰを対称軸とする線対称な図形が作図されたと捉えることができるようにすることが大切であ
る。その際、四角形ＡＯＢＰにおいて、健太さんの作図の方法①からＯＡ＝ＯＢ、②、③から、
ＡＰ＝ＢＰになることを確認することも大切である。また、他の基本的な作図においても、図形
の対称性を基にしていることを見いだす活動を取り入れることが考えられる。

● 円柱の体積を求めることができるかどうかをみる問題には課題がある。

Ａ問題 ５ ■正答
６ (1) 正答率 無答率

宮崎 44.4% 8.3%

全国 51.8% 9.7%

● 誤答例
・ ３００π（5.4%）
・ １５０π（6.9%）
・ ５００π（1.7%）
・ １００π（0.5%）
・ それ以外（23.1%）

【学習指導に当たって】
角柱、円柱の体積の求め方を理解し、体積を求めることができるようにする。

角柱や円柱の体積を求めることができるようにするために、柱体の体積を求める公式について、底面
の図形が高さの分だけ平行に移動することによって構成される立体とみることと関連させて理解を深め
る場面を設定することが考えられる。
設問(4)を使って授業を行う際には、（底面積）×（高さ）という柱体の体積を求める公式を見直し、この

円柱を、半径１０ｃｍの円を１５ｃｍだけ一定の方向に平行に移動することによって構成される立体とみる
ことができることを確認する場面を設定することが大切である。その上で、公式を適切に用いて体積を求
めることができるようにすることが考えられる。

(平成29年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校数学 Ｐ56及び69より)

（１） ア

（１） １５００π

【誤答への対応①】
それ以外の解答した

生徒の中には、底面で
ある円の面積を、
（半径）×（半径）
で求めたと考えられる
「１５００」という解
答があります。
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● 錯角の意味を理解しているかどうかをみる問題には課題がある。

Ａ問題 ６ ■正答
６ (1) 正答率 無答率

宮崎 35.2% 0.3%

全国 43.1% 0.6%

● 誤答例
・ ア（12.2%）
・ オ（ 6.4%）
・ カ（32.8%）

【学習指導に当たって】
２直線に１直線が交わってできる角の位置関係について理解できるようにする。

２直線に１直線が交わってできる角の位置関係について理解できるようにするために、２直線
に１直線が交わってできる８つの角で、互いに同位角や錯角の関係になっている角を見いだす活
動を取り入れることが考えられる。
例えば、平行でない２直線に１直線が交わる場合にできる８つの角と、平行な２直線に１直線

が交わる場合にできる８つの角について、それぞれ位置関係を捉える活動を取り入れることが大
切である。その上で、それぞれの角の大きさを測定し、同位角や錯角が等しくなるのは２直線が
平行な場合だけであることを、実感を伴って理解できるようにすることが大切である。

● 与えられた式から、aの変域に対応するbの変域を求めることができるかどうかをみる問題に
は課題がある。

Ｂ問題 ３ ■正答

３ 正答率 無答率

宮崎 34.6% 15.0%
(3)

全国 43.2% 17.5%

● 誤答例
・ ３≦ b ≦５ （ 1.5%）
・ ３６≦ b ≦６０（ 2.5%）
・ ４６≦ b ≦ □（ 1.1%）
・ □ ≦ b ≦７０（ 2.1%）
・ 上記以外の解答（31.2%）

【学習指導に当たって】
数学的な結果を事象に即して解釈できるようにする。

数学的な結果を事象に即して解釈できるようにするために、問題解決において用いた式を事象に即し
て捉え直す活動を取り入れることが考えられる。
設問(3)を使って授業を行う際には、与えられた情報を基に１日あたりの節水量の関係を式に表し、式

の１２a の値が「シャワーを流しっぱなしにしている時間をa 分間短くしたときの節水量」、５×２の値が
「１日２回の歯磨きでコップに水を貯めて歯磨きしたときの節水量」を表すことを確認する場面を設定する
ことが大切である。

(平成29年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校数学 Ｐ72及び132より)

【誤答への対応①】
「上記以外の解答」の
中には、節水の方法と
節水量における歯磨き
１回の節水量５Ｌと、
シャワーを流しっぱな
しにしている時間を１
分間短くしたときの節
水量１２Ｌを表したと
みられる、
５≦ b ≦１２

という解答があります。
また、県、全国とも

に無解答率が高い傾向
にあります。

（１）４６≦ b ≦７０

【誤答への対応②】
問題文が長く、生徒にとって取り組みにくい

問題だと思われますが、よく見てみると、（３）
は一次関数の変域を求めている問題です。
このように、Ｂ問題では、問われている内容

と既習事項と結びつけ、考える力が必要となる
問題もあります。

（１） イ
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平成２９年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【８ 児童生徒の生活習慣に関する概要 】 学校政策課

◆ 児童生徒質問紙における「生活習慣」に関する主な項目の全国との比較

児童生徒質問紙における「生活習慣」に関する項目（「当てはまる」、「どちらかといえば当ては

まる」を肯定的な回答）について、本県と全国の状況を比較し、児童生徒の割合が全国平均を上回

る主な質問を中心に示しています。

小学校 中学校
内 容

宮崎 全国 差 宮崎 全国 差

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 92.7 91.2 1.5 94.3 92.4 1.9

朝食を毎日食べていますか 95.8 95.4 0.4 95.0 93.2 1.8

将来の夢や目標を持っていますか 89.9 85.9 4.0 75.8 70.5 5.3

普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、テレビ
52.6 44.4 8.2 49.6 40.9 8.7ゲームをしますか（１時間以下・しない）

普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、勉強を
74.5 64.4 10.1 79.3 69.6 9.7しますか（１時間以上）

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について
79.8 78.1 1.7 77.1 74.3 2.8

話をしますか

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか 70.5 64.5 6.0 55.1 51.5 3.6

今住んでいる地域の行事に参加していますか 68.2 62.6 5.6 44.3 42.1 2.2

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があり
67.9 63.9 4.0 66.1 59.2 6.9ますか

学校のきまりを守っていますか 93.9 92.6 1.3 95.8 95.2 0.6

新聞を読んでいますか（週に１回以上） 19.7 21.0 -1.3 12.1 14.9 -2.8

読書は好きですか 75.8 74.3 1.5 67.3 69.9 -2.9

◆ 児童質問紙の結果概要（全国平均との比較）

生活習慣については、「毎日、同じくらいの時刻に起きている」「朝食を毎日食べている」「１

日当たり１時間以上の勉強をする」など、ほぼ全ての項目で全国平均を上回っており、望ましい

生活習慣を身に付けている割合が高い状況にある。

一方、「週に１回以上、新聞を読んでいる」と回答している小・中学生の割合や、「読書が好き

である」と回答している中学生の割合が、全国平均と比べて低い状況にある。

-１５-


